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下
水
道
へ
の
接
続
を

地
域
の
環
境
保
全
の
た
め
、さ
ら
に
は
き
れ

い
な
水
を
将
来
に
わ
た
り
守
る
た
め
、公
共
マ

ス
を
設
置
さ
れ
て
い
る
皆
様
に
は
、
早
期
に

下
水
道
へ
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

使
用
す
る
時
に
は

最
近
、
下
水
道
施
設
に
異
物
等
が
流
さ

れ
、下
水
道
施
設
の
機
器
類
に
故
障
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、下
水
道
管
路
で
の
詰
ま
り
の
原
因

と
な
り
、下
水
道
マ
ン
ホ
ー
ル
及
び
宅
内
マ
ス

等
で
溢
れ
る
原
因
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、下
水

道
施
設
の
水
処
理
に
お
い
て
悪
影
響
が
あ

り
、放
流
水
質
に
影
響
が
あ
り
ま
す
。

下
水
道
に
つ
い
て
の
お
願
い

流
し
て
は
い
け
な
い
も
の

・
天
ぷ
ら
油
や
サ
ラ
ダ
油
な
ど
の
廃
液

・
生
ゴ
ミ

・
農
薬
、
殺
虫
剤
、
薬
な
ど
の
薬
品

・
ガ
ソ
リ
ン
、
灯
油
等
の
燃
料
や
シ
ン
ナ

ー
な
ど
の
揮
発
性
の
高
い
危
険
物

上
下
水
道
係

・
水
に
溶
け
な
い
も
の（
衣
類
、
紙
お

む
つ
、生
理
用
品
、
ビ
ニ
ー
ル
、
木
片
、

タ
バ
コ
の
吸
殻
）

当
町
で
は
、家
庭
や
工
場
等
か
ら
出
る
雑
排

水
等
を
そ
の
ま
ま
川
に
流
す
と
、水
質
の
悪
化

や
悪
臭
の
発
生
の
原
因
と
な
る
こ
と
か
ら
、自

然
環
境
の
保
護
と
快
適
な
生
活
環
境
づ
く
り

の
た
め
、
下
水
道
を
整
備
し
ま
し
た
。

地
域
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て「
道
路
美
化
」を
実
現

〜
立
科
町
方
式
ア
ダ
プ
ト
シ
ス
テ
ム
〜

建
設
係

住民の皆さんにより草刈や支障木が除去された町道

従
来
よ
り
、
町
内
道
路
の
草
刈
、
側
溝
清

掃
、
除
雪
や
凍
結
防
止
剤
の
散
布
な
ど
維
持
管

理
作
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
区
や
、
部
落
を

中
心
に
行
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
国
・
県
道
は
佐
久
建
設
事
務
所
で
、

幹
線
町
道
は
町
の
建
設
課
が
行
っ
て
お
り
ま

す
。し

か
し
、
近
年
、
県
や
町
に
お
い
て
も
行
政

改
革
の
推
進
等
に
よ
り
十
分
な
管
理
が
で
き
な

い
状
況
が
あ
る
一
方
、
道
路
維
持
に
対
す
る
住

民
の
皆
さ
ん
の
要
望
は
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

そ
こ
で
、
道
路
を
安
全
に
気
持
ち
よ
く
通
行

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
行
政
と
一
体
的
に
協
働
し

て
、
道
路
美
化
を
中
心
と
し
た
維
持
管
理
を
推

進
し
て
行
く
取
り
組
み
が
必
要
と
な
り
ま
し

た
。立

科
町
で
は
、
今
年
度
か
ら
こ
の
取
り
組
み

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
各
区
、
部
落
を
は
じ
め
、

各
種
グ
ル
ー
プ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
皆
さ

ん
に
も
参
加
を
い
た
だ
き
、
立
科
町
方
式
ア
ダ

プ
ト
シ
ス
テ
ム
（
道
路
を
大
切
に
愛
護
す
る
維

持
・
管
理
協
定
）
を
結
び
、
町
民
の
皆
さ
ん
に

道
路
を
わ
が
子
と
接
す
る
よ
う
に
愛
情
を
持
っ

て
管
理
を
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
て
ま
い
り

ま
す
。
８
月
の
道
路
月
間
に
あ
わ
せ
各
団
体
と

町
と
で
こ
の
協
定
を
締
結
い
た
し
ま
し
た
。

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
町
内
の

道
路
が
大
変
き
れ
い
に
な
り
、
よ
り
安
全
に
気

持
ち
よ
く
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
で
し
ょ
う
。
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町
で
は
、よ
り
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ま
に
情
報

を
提
供
す
る
た
め
、様
々
な
方
法
で
情
報
発
信
し

て
い
ま
す
。

中
に
は
一
定
の
条
件
整
備
や
費
用
負
担
が
必

要
に
な
る
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、そ
れ
ぞ
れ
可
能

な
方
法
で
ご
視
聴
く
だ
さ
い
。

・
広
報
た
て
し
な
、各
種
チ
ラ
シ
の
配
付

・
区
長
・
部
落
長
を
通
じ
て
の
回
覧

・
該
当
者
宛
の
郵
便
物

・
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

・
Ｊ
Ａ
立
科
有
線
放
送
に
放
送
依
頼

（
有
線
放
送
加
入
世
帯
）

・
音
声
告
知
放
送（
蓼
科
地
区
）

・
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
よ
る
映
像
放
送

（
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
加
入
世
帯
）

・
デ
ー
タ
放
送（
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
加
入
世
帯
）

な
ど

テ
レ
ビ
放
送
は
７
月
24
日
に
完
全
地
上
デ
ジ

タ
ル
化
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
放
送
形
態
の

変
化
に
合
わ
せ
て
、新
た
な
情
報
も
発
信
し
て
い

ま
す
。

町
の
デ
ー
タ
放
送
も
今
年
の
４
月
か
ら
放
送

が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

◎
デ
ー
タ
放
送
で
は

役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ

生
活
情
報（
休
日
当
番
医
、
ス
マ
イ
ル
交
通
時

刻
表
、ゴ
ミ
の
収
集
日
程
　
等
）

イ
ベ
ン
ト
情
報

お
悔
や
み
情
報（
告
別
式
の
お
知
ら
せ
）

学
校
・
保
育
園
・
児
童
館
の
お
知
ら
せ

営
農
情
報（
霜
注
意
報
　
等
）

観
光
情
報

が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

な
お
、ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
で
放
送
し
て
い
た

今
ま
で
の
行
政
チ
ャ
ン
ネ
ル（
８
チ
ャ
ン
ネ
ル
）は

地
デ
ジ
化
に
よ
り
ご
覧
い
た
だ
け
な
く
な
り
ま

し
た
。

町のデータ放送を見るには何が必要なの？
テレビがデジタル対応テレビであり、リモコンにd(データ)
ボタンがあること。
ケーブルテレビに加入していること。

町のデータ放送を見るにはどうすればいいの？
①デジタル１２チャンネルを表示します。（コミュニティチャンネル）
②リモコンのｄ（データ）ボタンを押すとメニューが表示されます。
③見たいコンテンツを選択します。（決定ボタン）

Q
有
線
放
送
・
音
声
告
知
放
送
等
の
放
送

時
間
は
？

Ａ
次
の
と
お
り
放
送
し
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
立
科
有
線
放
送
　

６
時
、
12
時
15
分
、
21
時

（
１
日
３
回
）
　

音
声
告
知
放
送
（
蓼
科
地
区
）
　

７
時
、
12
時
30
分
、
20
時
30
分

（
１
日
３
回
）
　

行
政
チ
ャ
ン
ネ
ル

（
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
用
に
当
分
の
間
は

デ
ー
タ
放
送
を
変
換
し
て
放
送
し
て

い
ま
す
）
12
チ
ャ
ン
ネ
ル

７
時
～
、
13
時
～
、
18
時
～
、

20
時
30
分
～
（
各
30
分
程
度
）

放
送
に
つ
い
て
の
ご
意
見
・
ご
質
問
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
町
づ
く
り
推
進
課
ま
で
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

テ
レ
ビ
の
機
種
に
よ
っ
て
若
干
違
い
ま
す

が
、ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
12
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
選

ん
で
、リ
モ
コ
ン
の
ｄ（
デ
ー
タ
）ボ
タ
ン
を
押

す
と
右
図
の
よ
う
な
画
面
が
表
示
さ
れ
ま

す
。矢

印
ボ
タ
ン
で
メ
ニ
ュ
ー
を
選
ん
で
決
定

ボ
タ
ン
を
押
す
と
デ
ー
タ
放
送
が
表
示
さ
れ

ま
す
。

デ
ー
タ
放
送
は
24
時
間
い
つ
で
も
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

マ
ー
ク
の
つ
い
た
も
の
は
新
着
情
報
で

す
。

町
の
広
報
・
情
報
に
つ
い
て

データ放送　Ｑ＆Ａ

〈
よ
く
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
こ
と
〉

町
づ
く
り
推
進
係

音声告知放送端末機

データ放送初期画面（イメージ）
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農
業
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
う
選
挙

が
、去
る
７
月
10
日
執
行
さ
れ
、９
名
の
委

員
が
改
選
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、選
挙
と

は
別
に
議
会
推
薦
委
員
２
名
、農
協
推
薦

委
員
１
名
、土
地
改
良
区
推
薦
委
員
１
名

が
そ
れ
ぞ
れ
選
任
さ
れ
、合
わ
せ
て
13
名

で
新
し
い
任
期
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

改
選
後
の
初
総
会
に
お
い
て
、正
副
会

長
、正
副
部
会
長
、各
部
会
の
構
成
が
決

定
し
ま
し
た
の
で
、あ
い
さ
つ
と
と
も
に

新
委
員
の
顔
ぶ
れ
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

今
月
か
ら
隔
月
で
農
業
委
員
会
だ
よ
り

「
農
家
の
窓
」
を
掲
載
し
、
農
業
に
関
す

る
情
報
や
農
業
委
員
会
の
活
動
状
況
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

委
員
会
構
成
が
決
ま
り
ま
し
た

寺島秀勝 
会長

和子・赤沢 
中原・日向

宮澤善一 
副会長

桐原・細谷

こ
の
度
の
農
業
委
員
の
選
挙
に
お
き
ま

し
て
、再
選
さ
れ
る
と
と
も
に
、再
び
農
業

委
員
会
長
を
努
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

今
、農
業
・
農
村
を
取
り
巻
く
環
境
が
大

き
く
変
化
す
る
中
、農
業
従
事
者
の
高
齢

化
、耕
作
放
棄
地
の
増
加
、併
せ
て
生
産
力

の
減
退
等
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
う
し
た
課
題
を
解
決
す
る
た
め

に
、農
業
委
員
会
活
動
の
基
本
と
な
る
法
令

業
務
と
し
て
の
、農
地
法
や
農
業
経
営
基
盤

強
化
促
進
法
等
に
関
す
る
業
務
は
も
ち
ろ

ん
、耕
作
放
棄
地
の
解
消
や
担
い
手
の
確

保
、農
業
生
産
、農
業
経
営
及
び
農
村
生
活

の
向
上
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
町
行
政
や
関
係
団
体
等

と
十
分
連
携
を
取
り
な
が
ら
、立
科
町
の

農
業
・
農
村
が
一
層
発
展
す
る
た
め
に
、活

動
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、地
域
農
業
の
世
話
役
と
し
て
の
農

業
委
員
活
動
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
皆
様
か
ら
の
要
望
や
質
問
等
、気
軽
に

ご
相
談
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

寺
島
会
長
あ
い
さ
つ

宮
澤
副
会
長
あ
い
さ
つ

こ
の
度
、任
期
満
了
に
伴
い
農
業
委
員
が

改
選
さ
れ
、総
会
に
お
い
て
副
会
長
に
再
任

さ
れ
ま
し
た
。
農
業
委
員
会
は
、適
正
か
つ

公
平
な
農
地
の
管
理
の
も
と
変
革
す
る
農

業
施
策
に
対
応
し
、地
域
農
業
者
の
代
表
と

し
て
、地
域
農
業
の
振
興
を
図
る
た
め
に
、一

層
の
努
力
が
必
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

特
に
近
年
の
農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
で

は
、国
が
、２
０
２
０
年
ま
で
の
食
料
自
給

率
50
％
の
達
成
を
課
題
と
し
て
い
る
中
で
、

少
子
高
齢
化
に
よ
る
担
い
手
・
後
継
者
不
足

に
よ
る
農
地
の
遊
休
化
、耕
作
放
棄
地
の
問

題
の
解
消
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、基
盤
で
あ
る
農
地
を
守
り
、地

域
農
業
の
担
い
手
の
確
保
、優
良
農
地
の
確

保
と
有
効
利
用
の
取
り
組
み
を
、今
後
さ
ら

に
強
化
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す

の
で
、寺
島
会
長
を
中
心
に
農
業
委
員
一
同

力
を
合
わ
せ
活
動
し
て
参
り
ま
す
。
皆
様

方
の
ご
支
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

農
地
部
会
で
は
、農
地
の
不
正
利
用
、又
、

貸
借
に
お
け
る
ト
ラ
ブ
ル
等
を
無
く
す
た

め
、活
動
し
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、近
年
、遊

休
荒
廃
農
地
、鳥
獣
被
害
の
増
大
が
深
刻
化

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、こ
の
よ
う
な
課
題
に
対

し
ま
し
て
も
、農
地
部
会
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

農
政
部
会
で
は
、
農
業
者
年
金
事
業
、

農
業
後
継
者
対
策
、
農
作
業
の
受
委
託
等

を
促
進
す
る
た
め
の
活
動
を
進
め
ま
す
。

多
く
の
農
家
の
皆
さ
ま
の
声
を
、
立
科

町
の
農
業
振
興
に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
積
極
的
に
情
報
収
集

に
努
め
て
参
り
ま
す
。

今
回
の
統
一
選
挙
で
議
会
推
薦
さ
れ
ま

し
た
矢
島
純
子
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
ま
で
は
、外
側
か
ら
我
町
の
農
業
・

農
村
の
状
況
を
見
て
参
り
ま
し
た
が
、長

年
培
っ
て
き
た
経
験
と
知
識
な
ど
を
生
か

し
、皆
さ
ん
が「
や
は
り
立
科
町
に
住
ん
で

よ
か
っ
た
。」と
思
え
る
よ
う
な
、農
村
地

域
づ
く
り
に
貢
献
し
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

今
年
７
月
に
議
会
推
薦
で
、
農
業
委
員

に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
担
当
地
域
は
、

宇
山
で
す
。

委
員
と
な
り
感
じ
る
こ
と
は
、
そ
の
責

任
の
重
さ
と
役
割
の
大
き
さ
で
す
。
新
任

研
修
や
、
女
性
農
業
委
員
の
会
の
研
修
な

ど
に
出
席
し
て
、
勉
強
さ
せ
て
頂
い
て
お

り
ま
す
。
先
輩
委
員
の
方
々
か
ら
指
導
を

受
け
な
が
ら
、
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

新
任
委
員

農
家
の

窓

農
業
委
員
会
だ
よ
り

お
知
ら
せ

氏名
役職

担当地区

宮下　曉
農地部会長
中尾・美上下　
姥ケ懐・古町

宮下芳昭
農政部会長

塩沢

寺島　愼　      
農政副部会長　    

茂田井
（仲町・東町・田町）

保科正幸
農地部会

町

市川和弘
農地部会
西塩沢

清水元英
農地部会

野方

西方　眞
農政部会
上房・山部

真蒲・平林・滝神
【農協推薦】

内藤謙一
農地部会

茂田井（西町）
【土地改良区推薦】

寺島千鶴
農地副部会長

石川・立石
大深山・日中・蟹窪

【議会推薦】

矢島純子
農政部会
藤沢・蟹原

【議会推薦】



申請についての相談
※農業委員会事務局（役場農林課内）までお越し

頂くか、お電話をお願い致します。
申請書の提出／受付

申請内容の審査
※申請書の記載内容に漏れがないか、農地法第３
条の許可基準に適合するか等を審査し、必要に
応じて申請者の方に確認致します。また、現地
調査を行います。

農業委員会定例会
※許可・不許可について、農業委員会の意思決定
を行います。

都道府県知事による審査
（町外にお住みの方が申請した場合のみ）

許可書の交付
※ご足労ですが農業委員会事務局までお越し下さい。

申請書の記入
※申請内容に応じて申請書をご記入頂きます。
（申請書は記入例、必要書類一覧表とともに農業

委員会事務局に備え付けております。）

必要書類の入手

申請書提出前の再確認
※記入漏れや必要書類の不足があると、追加提出

等により許可までに時間がかかる場合や、不許
可になる場合がありますので、申請前にもう一
度、記入例や必要書類一覧表でご確認下さい。

申請書の提出／受付
※ご足労ですが農業委員会事務局までお越し下さい。
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農地の売買、贈与、貸借等の許可（農地法第３条）について
農地を買いたい（売りたい）方、農地を借りたい（貸したい）方、
農業をやってみたい方、まずは農業委員会へご相談下さい！

農地の売買、贈与、貸借などには農地法第３条に
基づく農業委員会（または長野県知事）の許可が必
要です。この許可を受けないでした行為は、無効と
なりますのでご注意下さい。

なお、農地の売買、貸借については農業経営基盤
強化促進法に基づく方法もあります。詳しくは農業
委員会にお問い合わせ下さい。

○農地法第３条の主な許可基準
農地法第３条に基づく許可を受けるためには、次

のすべてを満たす必要があります。
・今回の申請農地を含め、所有している農地または

借りている農地のすべてを効率的に耕作すること
（すべて効率利用要件）

・法人の場合は、農業生産法人の要件を満たすこと
（農業生産法人要件）

・申請者又は世帯員等が農作業に常時従事すること
（農作業常時従事要件）

・今回の申請農地を含め、耕作する農地の合計面積
が下限面積以上であること（下限面積要件）

・今回の申請農地の周辺の農地利用に影響を与えな
いこと（地域との調和要件）

※農業生産法人とは、農業を事業の中心とするこ
と、農業者が中心となって組織されることなどの農
地法第２条第３項の要件を満たす法人をいいます。

※下限面積要件とは、経営面積があまりに小さいと
生産性が低く、農業経営が効率的にかつ安定的に継
続して行われないことが想定されるため、許可後に
経営する農地面積が一定（立科町は５０ａ）以上に
ならないと許可はできないとするものです。

○農地法第３条許可事務の流れ
農業委員会では

・皆様からのご相談に対し、そのご要望に応じて
必要な手続き等をご説明致します

・申請書受付から許可書交付までの事務の標準
処理期間を、締切日（毎月１５日）から２週間と
定め、迅速な許可事務に努めております

なお、ご相談から許可申請・許可書交付までの流れは以下のとおりです。

申請者の方の流れ 農業委員会等の流れ
（標準処理期間は締切日から2週間です）

農林係
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庶
務
係

通交 安全
○
運
動
の
基
本

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

秋
の
全
国

交
通
安
全
運
動

９
月
21
日(

水)

～
30
日(

金)

○
ス
ロ
ー
ガ
ン

｢

信
濃
路
は
　

ゆ
と
り
の
笑
顔
と

ゆ
ず
り
あ
い
」

夕
暮
れ
時
と

夜
間
の
歩
行
中
・

自
転
車
乗
用
中

の
交
通
事
故
防
止

・
夕
暮
れ
時
か
ら
夜
間
に
か
け
て
、
歩
行
中

や
自
転
車
の
死
亡
事
故
が
多
く
発
生
し
て

い
ま
す

○
運
動
の
重
点

横
断
中
の
交
通
事
故
防
止

・
歩
行
中
の
死
亡
事
故
の
約
７
割
は
、
道
路

横
断
中
に
お
き
て
い
ま
す

・
横
断
中
の
死
亡
事
故
の
８
割
以
上
が
高
齢

者
で
す

ポ
イ
ン
ト

・
横
断
時
は
、
特
に
左
か
ら
来
る
車
に
注
意

し
ま
し
ょ
う

・
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
早
め
に
ラ
イ
ト
を
点
灯

し
、横
断
者
の
有
無
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

ポ
イ
ン
ト

・
夕
方
か
ら
は
反
射
材
を
使
っ
て
、
運
転
者

に
自
分
の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
ょ
う

・
自
転
車
も
車
の
一
員
で
す
。
交
差
点
で
は

一
時
停
止
を
し
、
夜
間
は
必
ず
ラ
イ
ト
を

点
灯
し
ま
し
ょ
う

ポ
イ
ン
ト

・
万
が
一
の
場
合
に
、
被
害
を
最
小
限
に
す
る

た
め
に
も
、
全
座
席
で
着
用
し
ま
し
ょ
う

・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
使
用
す
る
こ
と
は

「
車
に
乗
る
時
の
し
つ
け
」
で
す
。
車
に

乗
っ
た
ら
「
自
分
の
席
は
こ
こ
」
と
慣
れ

る
ま
で
、
嫌
が
っ
て
も
根
気
よ
く
対
応
し

て
く
だ
さ
い

飲
酒
運
転
の
根
絶

・
飲
酒
運
転
は
、
悪
質
で
重
大
な
犯
罪
で
す

・
飲
酒
す
れ
ば
重
大
な
交
通
事
故
に
結
び
つ

き
、
免
許
取
消
し
だ
け
で
は
な
く
、
全
て

を
台
無
し
に
し
ま
す

ポ
イ
ン
ト

・
飲
酒
運
転
を
し
た
人
だ
け
で
は
な
く
、

「
お
酒
を
提
供
し
た
人
」
「
車
を
提
供
し

た
人
」
「
同
乗
し
た
人
」
も
厳
重
に
処
罰

さ
れ
ま
す

・
自
身
が
「
飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い
」
を
厳
守

す
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
す
が
、
周
り
の

人
も
、
飲
酒
し
た
人
に
運
転
さ
せ
な
い
よ

う
、
み
ん
な
で
飲
酒
運
転
を
根
絶
し
ま
し

ょ
う

全
て
の
座
席
の

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の

正
し
い
着
用
の
徹
底

・
死
亡
事
故
の
大
半
は
運
転
開
始
後
30
分
前

後
に
発
生
し
て
い
ま
す
。
「
す
ぐ
そ
こ
ま

で
な
ら
し
な
く
て
も
大
丈
夫
」
と
は
、
決

し
て
い
え
ま
せ
ん

・
事
故
の
際
、
手
足
で
支
え
ら
れ
る
衝
撃
は

せ
い
ぜ
い
体
重
の
２
～
３
倍
、
時
速
７
キ

ロ
が
限
界
で
す
。
時
速
40
キ
ロ
で
、
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
使
わ
ず
子
ど
も
を
抱
っ

こ
し
て
衝
突
し
た
場
合
、
子
ど
も
の
体
重

が
30
倍
に
な
っ
て
投
げ
出
さ
れ
る
た
め
、

支
え
る
こ
と
は
到
底
で
き
ま
せ
ん

こ
の
た
び
は
、
固
定
資
産
税
の
課
税

漏
れ
を
発
生
さ
せ
て
し
ま
い
、
町
民
の

皆
様
に
は
町
行
政
及
び
職
員
に
対
す
る

信
用
を
失
墜
さ
せ
ご
迷
惑
を
お
掛
け
い

た
し
ま
し
た
こ
と
深
く
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す
。

平
成
17
年
か
ら
平
成
21
年
に
新
・
増

築
さ
れ
た
家
屋
22
棟
に
つ
い
て
、
固
定

資
産
税
算
出
の
た
め
の
家
屋
調
査
を
し

て
お
ら
ず
、
税
を
徴
収
し
て
い
な
か
っ

た
こ
と
が
６
月
下
旬
に
判
明
い
た
し
ま

し
た
。

22
棟
の
う
ち
、
17
棟
が
別
荘
で
５
棟

が
住
宅
と
倉
庫
で
あ
り
ま
し
た
。

対
象
者
に
は
、
評
価
の
実
施
と
納
税

に
つ
い
て
ご
説
明
し
、
ご
理
解
を
お
願

い
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
再
発
防
止
の
た
め
、
チ
ェ
ッ

ク
体
制
を
見
直
し
、
課
税
漏
れ
を
起
こ

さ
な
い
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

固
定
資
産
税
の

課
税
漏
れ
に
つ
い
て
　

お
詫
び
と
報
告
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近年、油の流出事故が多く発生しています。
原因は様々ですが、流出した油が耕作中の田
に入り、稲に影響が出る被害も報告されてい
ます。事故を未然に防ぐことはもちろん、事
故が発生してしまった場合は、速やかに各関
係機関へ通報しましょう。

灯油の流出事故に注意しましょう！

注意事項

○冬期は暖房器具の使用に伴い、灯油の流出事故が
過去に多く発生しています。

○灯油が河川などに流れ込むと、水道水源の汚染や
魚類・農作物に被害を与える恐れがあります。

○油の事故を防ぐため、ホームタンクで灯油を貯蔵
されている方は、バルブや配管に異常がないか、
タンクの残量が異常に減っていないか、定期的に
確認しましょう。

○また、ポリタンクなどに小分けするときは、決し
てその場を離れず、作業が終わったらバルブの閉
鎖を必ず確認しましょう。

○万が一、道路側溝や河川などに流出させてしまっ
た場合は、消防署、役場町民課、又は佐久地方事
務所環境課に、速やかに連絡してください。

【問い合わせ先】
立科町役場町民課 電話 0267-56-2311
佐久地方事務所環境課 電話 0267-63-3166

環境保健係

議会本会議の傍聴を希望さ
れる方は、当日開会の30分前
から受付ますので、お出掛け
ください。

5 日 ㈪ 午前 10 時 本会議（提案説明）
6 日 ㈫ 午前 10 時 本会議（提案説明・決算審査報告）
7 日 ㈬ 午前 10 時 本会議（一般質問）
8 日 ㈭ 午前 10 時 本会議（一般質問）

12 日 ㈪ 午前 10 時 本会議（質疑）
13 日 ㈫ 午前 10 時 社会文教常任委員会
14 日 ㈬ 午前 10 時 総務経済常任委員会
16 日 ㈮ 午後 1 時 30 分 本会議（委員長報告・討論・採決）

町議会開催
のお知らせ

9月定例会日程

議会事務局

建
設
係

子
育
て
支
援
住
宅

建
設
工
事
起
工
式
が

執
り
行
わ
れ
ま
し
た

８
月
４
日
（
木
）
、
子
育
て
支
援
住
宅
建

設
工
事
の
起
工
式
が
関
係
者
に
よ
り
執
り
行

わ
れ
、
工
事
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

建
設
地
は
Ｊ
Ａ
佐
久
浅
間
立
科
支
所
の
西

側
で
、
日
当
た
り
も
良
く
、
田
園
風
景
の
広

が
る
の
ど
か
な
場
所
で
す
。

こ
の
住
宅
は
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
16
戸
で
二
階
建

て
で
す
。
年
末
ま
で
に
入
居
者
の
募
集
を

行
い
、
３
月
に
は
入
居
で
き
る
よ
う
工
事

を
進
め
て
い
き
ま
す
。
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児童館で表出される
子どもの我

わ

が儘
まま

の意味と意義

立科町教育相談員 岩上起美男

教育相談時間等
◆月・水・金曜日
●立科小学校／午前9時〜午前11時30分

電話 56-3131 ㈺・有線2190 ㈺
●立科中学校／午後2時〜午後5時

電話 56-1076 ㈺・有線2251 ㈺
●立科町児童館／午前11時40分〜午後1時30分

電話 56-0303（直通）・有線8889（直通）
※予約をされる方は児童館または小・中学校の

教頭先生へご連絡をお願いします。

「
た
だ
い
ま
。
」

立
科
小
学
校
の
児
童
が
、
放
課
後
、
元
気
よ
く
児
童

館
に
や
っ
て
来
ま
す
。

「
お
帰
り
な
さ
い
。
」

児
童
館
の
厚
生
員
が
、
児
童
を
温
か
く
迎
え
入
れ
ま

す
。「

こ
ん
に
ち
は
」
「
こ
ん
ち
く
は
」
、
昼
過
ぎ
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
「
こ

ん
ば
ん
は
」
な
ど
、
来
館
時
、
児
童
は
い
ろ
い
ろ
な

あ
い
さ
つ
を
し
ま
す
。
あ
い
さ
つ
を
忘
れ
、
厚
生
員

か
ら
あ
い
さ
つ
を
促

う
な
がさ

れ
る
子
も
い
ま
す
。
促
さ
れ

て
も
あ
い
さ
つ
を
せ
ず
、
厚
生
員
か
ら
何
度
か
注
意

さ
れ
る
子
も
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
冒
頭
の
よ
う

に
、
「
た
だ
い
ま
」
と
い
う
微
笑

ほ

ほ

ま
し
い
言
葉
を
ご

く
自
然
に
発
す
る
子
が
い
ま
す
。
来
館
児
童
に
と
っ

て
、
児
童
館
が
我
が
家
の
如ご

と

く
ゆ
っ
た
り
と
過
ご
せ

る
安
全
な
居
場
所
に
な
っ
て
い
る
か
ら
な
の
で
し
ょ

う
。児

童
館
は
、
児
童
福
祉
法
に
定
め
ら
れ
た
児
童
福

祉
厚
生
施
設
で
、
健
全
な
遊
び
な
ど
の
活
動
を
通
し

て
、
児
童
の
健
康
増
進
と
情
操
を
豊
か
に
育

は
ぐ
くむ

こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
毎
日
百
人
前
後
の
児
童
及

び
乳
幼
児
、
保
護
者
が
利
用
す
る
立
科
町
児
童
館

は
、
幾
多

い
く
た

の
課
題
を
抱
え
な
が
ら
も
、
恵
ま
れ
た
施

設
と
自
然
環
境
の
下
、
こ
の
目
的
の
具
現
化
に
努
め

て
お
り
、
日
々
、
昔
遊
び
や
文
化
伝
承
教
室
、
ス
ポ

ー
ツ
、
遊
び
、
学
習
な
ど
、
非
常
に
充
実
し
た
児
童

館
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
小
学
校
及
び
関
係
専
門
機
関
と
連
携
し
た

親
身
な
児
童
支
援
は
、
他
市
町
村
の
厚
生
員
が
羨
望

せ
ん
ぼ
う

す
る
ほ
ど
先
進
的
な
取
り
組
み
で
す
。

児
童
は
、
時
と
場
に
応
じ
て
、
様
々
な
姿
を
見
せ

ま
す
。
そ
れ
は
大
人
と
て
同
様
で
す
が
、
児
童
は
無

意
識
の
う
ち
に
、
そ
の
と
き
の
気
分
や
体
調
、
人
間

関
係
な
ど
に
よ
っ
て
、
言
動
と
態
度
、
表
情
を
変
え

て
い
ま
す
の
で
、
変
化
の
幅
と
め
ま
ぐ
る
し
さ
は
大

人
の
比
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
毎
週
、
月
曜
・
水
曜
・

金
曜
の
午
前
中
、
立
科
小
学
校
を
訪
問
し
、
昼
ご
ろ

か
ら
立
科
町
児
童
館
に
お
邪
魔
し
て
い
ま
す
と
、
こ

の
よ
う
な
変
化
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
む
ろ
ん
そ
の
子
に
よ
っ
て
程
度
の
差
は
あ
り

ま
す
が
、
小
学
校
に
い
る
と
き
の
姿
と
児
童
館
で
見

せ
る
姿
が
大
き
く
異
な
る
の
で
す
。

「
た
だ
い
ま
」
と
い
う
来
館
児
童
の
あ
い
さ
つ
か

ら
も
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
家
庭
的
で
温
か
く
、
先

進
的
な
活
動
を
推
し
進
め
て
い
る
立
科
町
児
童
館
に

お
い
て
も
、
児
童
が
、
学
校
で
は
守
っ
て
い
る
規
則

や
マ
ナ
ー
を
児
童
館
で
は
守
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
教
師
に
対
し
て
は
ほ
と
ん
ど
と
る
こ
と

の
な
い
我わ

が
儘ま

ま

な
言
動
を
、
厚
生
員
に
は
と
る
こ
と

が
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
内
面
に
は
広
大
な
宇
宙
が

存
在
し
、
豊
か
な
可
能
性
に
満
ち
て
い
る
と
確
信
し

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
あ
れ
れ
！
子
ど
も

っ
て
、
こ
ん
な
に
ぞ
ぜ
え
て
い
た
っ
け
？
」
と
感
ず

る
こ
と
さ
え
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
姿
は
、
児
童
館
と
い
う
安
全
で
、
の

び
や
か
な
空
間
に
お
い
て
、
し
か
も
、
共
に
活
動
す

る
喜
び
に
も
な
る
反
面
、
ス
ト
レ
ス
の
原
因
に
も
な

る
集
団
と
い
う
条
件
下
に
お
い
て
、
我
が
儘
や
攻
撃

性
、
エ
ゴ
な
ど
、
人
間
が
本
来
持
っ
て
い
る
「
悪
」

の
部
分
が
表
出
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
学
校
（
教
師
）
が
し
っ
か
り
し
て
い
て
、

児
童
館
（
厚
生
員
）
が
し
っ
か
り
し
て
い
な
い
と
い

う
こ
と
で
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
人
は
、

発
散
す
べ
き
「
悪
」
や
「
醜
」
な
ど
の
負
の
感
情

を
、
発
散
で
き
る
場
で
、
人
に
迷
惑
を
及
ぼ
さ
な
い



庶
務
係

立科町
防犯組合だより

防犯は
みんなの力で

町ぐるみ

ご存じですか？
「子ども安心の鐘」

子
ど
も
達
の
通
学
時
等
に
お
け
る
防
犯
対

策
の
一
環
と
し
て
、
「
子
ど
も
安
心
の
鐘
」

が
設
置
さ
れ
て
い
る
の
を
ご
存
知
で
し
ょ
う

か
。こ

の
鐘
は
、
登
下
校
中
の
子
ど
も
達
を
狙

っ
た
事
件
が
後
を
絶
た
な
い
こ
と
を
受
け
、

安
全
な
通
学
路
を
確
保
す
る
た
め
に
、
警
察

署
の
呼
び
か
け
に
応
じ
た
町
内
の
鉄
工
所
や

建
設
業
者
が
手
作
り
に
よ
り
製
作
し
、
平
成

18
年
２
月
に
地
域
住
民
の
協
力
を
得
て
設
置

さ
れ
た
も
の
で
す
。

こ
の
鐘
の
あ
る
場
所
は
、
周
辺
に
比
較
的

民
家
が
少
な
く
、
不
審
者
等
が
出
没
し
や
す

い
と
考
え
ら
れ
る
地
域
（
平
林
・
野
方
・
茂

田
井
）
３
箇
所
に
設
置
さ
れ
、
被
害
に
遭
い

そ
う
な
と
き
に
は
鐘
を
鳴
ら
し
て
周
辺
に
知

ら
せ
る
こ
と
を
目
的
に
設
置
、
犯
罪
を
未
然

に
防
ぐ
役
割
も
果
た
し
て
い
ま
す
。

季
節
は
秋
本
番
へ
と
移
り
変
わ
り
、
夕
暮

れ
が
早
ま
る
な
ど
、
犯
罪
が
発
生
す
る
危
険

性
が
高
く
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
ワ

ン
ワ
ン
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め

地
域
の
皆
さ
ん
に
は
、
こ
の
鐘
の
所
在
を
再

確
認
し
て
い
た
だ
き
、
鐘
の
音
に
注
意
さ
れ

る
な
ど
、
元
気
に
通
学
す
る
子
ど
も
達
の
見

守
り
に
つ
い
て
、
今
後
も
継
続
し
て
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

★
鐘

立科●
中学校JA

営農センター
　　　  ●
　立科
●小学校

至野方

　

N

至千草
保育園

  JA
  育苗センター
●

★
鐘

　　　  
　

　

N

●農ん喜村

芦田川

スマイルポート
立科給油所●

R142
  
  

★
鐘

　　　  
　 ●牛鹿

　消防庫

平林公民館
●

至若草保育園

N
  
  

野方 茂田井

平林

野方の鐘
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よ
う
に
合
理
的
に
発
散
す
る
必
要
の
あ
る
存
在
で
す

の
で
、
我
が
儘
の
矢
面

や
お
も
て

に
立
つ
厚
生
員
は
非
常
に
大

変
で
す
が
、
児
童
館
が
あ
る
程
度
発
散
で
き
る
場
に

な
っ
て
い
る
こ
と
に
、
そ
し
て
、
立
科
町
児
童
館
の

厚
生
員
が
、
児
童
の
我
が
儘
や
攻
撃
性
を
き
ち
ん
と

受
け
止
め
、
時
に
は
厳
し
く
、
時
に
は
温
か
く
指
導

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
、
心
か
ら
の
敬
意
を
覚
え
ま

す
。
と
同
時
に
、
心
の
中
に
潜ひ

そ

ん
で
い
る
「
悪
」
を

合
理
的
に
発
散
す
る
場
の
な
い
児
童
の
鬱
屈

う
�
く
つ

を
案
じ

て
い
ま
す
。

学
校
教
育
の
場
に
お
い
て
も
、
駄
々

だ

だ

っ
子
の
よ
う

に
我
が
儘
を
表
出
し
て
い
る
小
・
中
学
生
が
お
り
、

教
師
も
そ
の
対
応
と
支
援
に
苦
慮
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
そ
れ
以
上
に
、
児
童
に
と
っ
て
、
放
課
後
の
児

童
館
は
我
が
儘
を
表
出
し
易や

す

い
時
と
場
で
す
。
学
校

で
は
、
子
ど
も
の
多
く
は
そ
の
子
な
り
に
畏

か
し
こま

っ
て

お
り
、
自
分
自
身
の
成
長
欲
求
と
知
的
欲
求
に
従
っ

て
、
ま
た
一
面
に
お
い
て
は
、
成
績
や
評
価
に
関
す

る
親
の
期
待
を
一
心
に
受
け
止
め
、
そ
の
期
待
に
応

え
る
自
分
で
あ
り
た
い
と
願
っ
て
、
健
気

け
な
げ

に
頑
張
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
緊
張
か
ら
の
解
放
感
と
一

日
の
疲
労
、
早
く
家
に
帰
り
た
い
と
い
う
心
持
ち
な

ど
か
ら
、
放
課
後
は
我
が
儘
を
抑
え
る
力
が
明あ

き

ら
か

に
低
下
し
て
い
ま
す
。
或あ

る
方
が
、
「
大
禍
時

お
う
ま
が
と
き

（
夕

方
の
薄
暗
く
な
っ
た
時
分
）
、
子
ど
も
は
異
次
元
世

界
に
入
り
、
現
実
世
界
の
煩

わ
ず
ら

わ
し
さ
か
ら
隔
絶

か
く
ぜ
つ

す

る
。
そ
の
と
き
、
子
ど
も
の
心
身
は
高
ぶ
り
、
目
に

見
え
ぬ
何
か
に
突
き
動
か
さ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
に

は
し
ゃ
い
で
い
る
。
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
児
童

館
で
過
ご
す
時
間
帯
こ
そ
、
ま
さ
に
大
禍
時
な
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

夕
刻
、
子
ど
も
の
心
の
た
が
が
緩ゆ

る

む
要
因
と
し

て
、
ご
く
稀ま

れ

に
「
帰
宅

き
た
く

不
安
」
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
。
家
庭
で
も
、
学
校
以
上
の
頑
張
り
と
緊
張
を
強し

い
ら
れ
る
子
は
、
憩い

こ

い
の
場
で
あ
る
べ
き
我
が
家
で

も
、
必
死
に
「
良
い
子
」
を
演
じ
て
い
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
帰
宅
拒
否
の
気
分
に
覆
わ
れ
て
い
る
子
に
と

っ
て
、
大
禍
時
は
、
成
長
上
、
き
わ
め
て
大
切
な
意

味
と
意
義
の
あ
る
時
間
で
す
。

子
ど
も
の
す
べ
て
を
理
解
す
る
こ
と
は
無
理
と
し

て
も
、
そ
の
子
を
よ
り
理
解
し
よ
う
と
す
る
な
ら

ば
、
家
庭
（
親
）
も
学
校
（
教
師
）
も
、
児
童
館
で

起
こ
っ
て
い
る
様
々
な
出
来
事
に
も
っ
と
強
い
関
心

を
寄
せ
る
べ
き
で
す
。

児
童
館
に
集つ

ど

う
子
の
多
く
は
、
家
庭
や
学
校
に
い

る
と
き
よ
り
も
ス
ト
レ
ー
ト
に
成
長
上
の
課
題
や
苛

立
ち
を
表
出
し
て
い
ま
す
。
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立科町は蓼科山（標高２５３０ｍ）山麓に広がる高
原リゾート地として親しまれている白樺高原と、リン
ゴ・米・レタス・信州蓼科牛など、農家が愛情を込め
て育てている田園地帯からなっています。
その観光資源や農畜産物の、一つひとつは高い評価

を受け多くの方に親しまれておりますが残念なこと
に、それらの資源と「立科町」が結びつかずに、町の
知名度は、まだまだ低い状況にあります。

自殺のない「生きやすい社会」に変えていくために保 健 ニ ュ ー ス

自殺は、「個人の自由な意思」「選択の結果」
と思われがちですが、実際には病苦やうつ病など
の「健康の問題」、「経済や生活の問題」、「家
庭の問題」など等様々な要因とその人の性格傾向
や家族の状況、生死観などが複雑に関係している
といわれています。自殺はこのように様々な悩み
によって、心理的に「追い込まれた末の死」とい
うことができます。　

１ うつの症状に気をつけよう
（気が沈む、自分を責める、仕事の能率が
落ちる、決断できない、不眠が続く）

２ 原因不明の身体不調が続く
３ 酒量が増す
４ 安全や健康が保てない
５ 仕事の負担が急に増える
６ 職場や家庭でサポートが得られない
７ 本人にとって価値のあるものを失う
（職、地位、家族、財産）

８ 重症の身体の病気にかかる
９ 自殺を口にする
10 自殺未遂に及ぶ

◆自殺は追い込まれた末の死

「自殺はその多くが防ぐことのできる社会的な
問題である」とＷＨＯで明言してるとおり、自殺
は社会的な取り組みにより避けることができる死
という考え方が世界共通の認識となりつつありま
す。昨年、町が実施した「こころの健康づくりに
関する意識調査」では、8割の人が、「自殺は防
ぐことができる」と答えています。

◆自殺は防ぐことができる

全国で自殺によって亡くなった方は、平成
10年から昨年まで連続して3万人を超えてい
ます。これは欧米等の先進国と比較しても高い
水準にあるといわれています。
人の命は何ものにも代えがたいのも。本人に

とって悲劇であるだけでなく、家族や周りの人
にも大きな悲しみをもたらします。自殺の問題
は、決して他人ごとではなく、社会全体で取り
組んでいく大きな課題となっています。

立科町ブランド 
ロゴ及びキャラクターづくり

採用デザインから「ゆるキャラ」も

あなたのデザインで立科町に元気を このため「立科町」の知名度アップをめざして、ロ
ゴ及びキャラクターを一般公募で作成し、積極的に町
内外にＰＲしていきたいと考えています。
さらに、採用キャラクターデザインからは、着ぐる

みを作って、「ゆるキャラ」としての活用も計画して
います。

環 境 保 健 係

町 づ く り 推 進 係

自殺を未然に防ぎ「生きやすい社会」をつくって
いくためには、社会制度や慣行の見直し、相談、支
援体制の整備等の社会の努力に加えて、自殺に傾
いている人に気づき、支えていく地域のネットワー
クが大切です。

自殺を考えている人は、悩みを抱えながら何ら
かのサインを発しています。あなたの周りの方の
「元気がない」「表情が暗い」といったいつもとは
違う気になる状況に気づき、声をかけて支えてい
きましょう。

◆自殺を考えている人は
悩みを抱えながらサインを発している

（^-^）

9月10日〜16日は自殺予防週間です

自殺のサイン（自殺予防の十か条）

町民から愛され、町の誇りとして定着できるよう、
町内各界でご活躍されている皆様による選考委員会の
設立を現在進めています。
この選考委員の公募(5名以内)を行いますので、9月

20日(火)までに、町づくり推進課へ応募してください。

選考委員募集
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平成 23年度「分館人権同和教育指導者養成講座」
全 3回が終了しました。

現在、地域における人々の結びつきが弱まり、無関
心、無理解でいることが多くなる中、一人ひとりの気
づきやお互いの支え合いについて、ワークショップを
取り入れた学習や、身近な人権問題を見つけ、どのよ
うにしていったら良いかなど、講師の東信教育事務所
白鳥貴文指導主事の話に耳を傾け、活発な意見交換が
行われ、大勢の受講者の皆さんが人権について学び、
講座を通して人権感覚を身につけました。

9月 2日より 10月 23日の間、各分館において人
権学習会が開催されます。今年度は人と人とのつなが
り、支えあいから人権が尊重される安全･安心のまち
づくりについて学びます。

なお、各戸へ日程表を配布し、有線放送等により随
時開催日をお知らせしますので、ご確認のうえ最寄り
の会場へお出掛けください。

『みんなで学ぼう人権』
分館学習会へ向けて

人権センターだより
◆ 人 権 が 尊 重 さ れ る 社 会 ◆

人権センター（人権政策推進係） 電話56-2311　有線2311

月　日 対象分館名
9月2日（金） 外　倉

3日（土） 茂田井 大深山
4日（日） 大　城
6日（火） 日　向
9日（金） 牛　鹿

10日（土） 赤　沢 滝　神
11日（日） 西塩沢
12日（月） 蟹　窪
16日（金） 真　蒲
17日（土） 蟹　原 虎御前
21日（水） 柳　沢
24日（土） 中尾・美上下 平　林
26日（月） 五輪久保 立　石　
29日（木） 石　川

10月1日（土） 古 町 藤　沢
4日（火） 日　中
5日（水） 蓼　科
7日（金） 山　部
8日（土） 和　子

13日（木） 塩　沢
14日（金） 町
15日（土） 野　方
16日（日） 上　房
17日（月） 中　原
19日（水） 姥ヶ懐
23日（日） 桐　原 細　谷

分館人権学習会の日程

各公民館または集会所　午後 7時 30分～

茂
田
井
区
で
は
こ
の
程
、（
財
）
自
治
総
合

セ
ン
タ
ー
の
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

（
宝
く
じ
の
普
及
広
報
事
業
）
を
活
用
し
、
老

朽
化
し
た
屋
外
放
送
機
器
や
公
民
館
の
音
響
・

視
聴
覚
機
器
を
整
備
し
、
区
の
納
涼
祭
で
区
民

に
披
露
し
ま
し
た
。

宝
く
じ
の
収
益
金
を
活
用
し
た
一
般
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業
は
、
地
域
住
民
の
連
帯
感
や

自
治
意
識
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
が
目
的
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
必
要
な
施
設
整
備
等
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

茂
田
井
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の
整
備
内
容

・
集
会
所
用
放
送
・
視
聴
覚
機
器
の
整
備

・
屋
外
放
送
用
機
器
の
整
備

・
複
写
機
の
整
備

・
屋
外
イ
ベ
ン
ト
照
明
用
提
灯
の
整
備

茂
田
井
区
の
音
響
設
備
等
が

「
宝
く
じ
の
助
成
金
」で
整
備
さ
れ
ま
し
た

町
づ
く
り
推
進
係
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８月6日（土）
開催（ ）んでこ

夜には、メッセージキャンドルに
「ガンバロー」の思いを込めて、点灯

元気いっぱいの子どもみこしに勇壮な大人みこし、
アップテンポのよさこい立科のおどり連、立科町を
歌った立科音頭のおどり連から、元気発信！

芦田宿から発信！

子
ど
も
の
笑
顔
で

シ
ュ
ワ
ッ
チ

元
気
な
日
本
の
復
活
だ
！

復興への救世主が現れるように

  ー ワッショイ ワッショイ
の復興に向けた
！立科から元気発信！を旗印に
を送り届けました
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立科にミニSL登場　子どもたちに大人気！

第22回

立科小学校管楽器クラブや蓼科高校ジャズクラブと御泉水
太鼓の演奏が、遠く被災地へ届くように響き渡りました

暑さを吹き飛ばす
ミストマシンも登場だ！

立科え

復興に向け
心を込めた
メッセージ

がんばれ
日本！！

安全・安心 蓼科牛の
焼き肉も大盛況！

町の農業振興をしょって立つ
「たてしな屋」も出店
地サイダーも大好評

ステージから発信！

みこしに おどりに 太鼓だ   
東日本大震災

特別テーマ〜がんばろう日本
多くの町民の笑顔



日　時　9 月 28 日(水) 午前 10 時 30 分〜
場　所　中央公民館　視聴覚室
対　象　0 歳児〜
テーマ　「ぼくのクレヨン」

乳幼児のためのおはなし会
〜「ちゅうりっぷの会」による〜

お知らせ

中央公民館図書室／有線 4000

新着図書

大切な誰かの面影は、いつも
後悔の記憶のなか転々…。月光
の差し込む観覧車の中で、愛す
る人々と束の間の再会を遂げる
男を描いた表現作ほか、繰り返
せない時間の哀歓描く短編集。

「ホームレス歌人のいた冬」
三山 喬（著） 東海教育研究所（出版） 東海大学出版会（発売）
「朝日新聞」の『歌壇』欄に彗星のごとく現れ、読者の注目を集め

ながら約9ヶ月で消息を絶った「ホームレス歌人・公田耕一」。謎の
投稿歌人の正体と、その後の消息を追うノンフィクション。

憧れの高級結婚式場で、同日に行われる４つの結婚式。世界一幸
せな一日を舞台にした、パニック・エンターテイメント長編。

「月の上の観覧車」
荻原 浩（著） 新潮社（出版）

「本日は大安なり」
辻村 深月（著） 角川書店（出版） 角川グループパブリッシング（発売）

広報たてしな／23 年 9 月◆ 14

地
域
の
農
林
畜
産
物
等
を
用
い
て
創
作
し
た

自
慢
の
料
理
を
、
ぜ
ひ
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
部
門

（
１
）
創
作
郷
土
料
理
の
部

（
２
）
菓
子
の
部

（
３
）
加
工
品
の
部
（
漬
物
、
ジ
ャ
ム
等
）

募
集
期
間
　
10
月
15
日
（
土
）
ま
で

応
募
方
法

役
場
農
林
課
窓
口
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
配

布
す
る
応
募
要
領
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
添
付
さ

れ
た
申
込
書
を
役
場
農
林
課
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。（
プ
ロ･

ア
マ
は
問
い
ま
せ
ん
。）

審
査
及
び
表
彰

11
月
６
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
か
ら
、
役

場
大
会
議
室
に
て
審
査
会
を
行
い
、
同
日
開
催

の
商
工
祭
（
役
場
駐
車
場
）
に
お
い
て
、
午
後

１
時
30
分
よ
り
表
彰
式
を
行
い
ま
す
。

各
賞
　
最
優
秀
賞
　
１
点
、
優
秀
賞
　
２
点
、

グ
ッ
ド
ネ
ー
ミ
ン
グ
賞
　
１
点
、

努
力
賞
（
入
賞
者
を
除
く
応
募
者
全
員
）

お
問
い
合
わ
せ
先

創
作
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
企
画
委
員
会

（
役
場
農
林
課
内
　
電
話
（
56
）
２
３
１
１
）

第
６
回
　
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

（
ふ
れ
あ
い
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
教
室
）

第
２
回
立
科
の
味

「
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
」

応
募
受
付
を
開
始
し
ま
し
た

平
成
23
年
度
公
民
館
生
涯
学
習
講
座

「
立
科
す
ず
ら
ん
学
級
」開
催
中
！

「太一×ケンタロウ男子ごはんの本 その3」
国分 太一、ケンタロウ（著） M.Co.（出版） 角川グループパブリッシング（発売）

料理番組「男子ごはんの本」のレシピ集の第3弾！！
絶品料理を“楽しく＆簡単に”作るためのポイント満載！笑顔と元気を
くれる、四季のレシピを多数収録。

「ねえ知ってる？大図鑑」
親子でびっくり！なるほど豆知識！！
福岡 伸一（総監修） 戸田 一雄　他（監修） 主婦と生活社（出版）
ねえ知ってる？東京スカイツリーの高さは、新幹線26両分なん

だって！ねえ知ってる？ホッキョクグマの毛は透明なんだって！
幅広い分野から、驚くようなテーマを集めて、豊富な写真やイラスト
で紹介。

日
　
時
　
10
月
６
日
（
木
）

午
前
８
時
15
分
受
付

集
合
場
所
　
権
現
山
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場

内
　
容

連
合
分
館
単
位
に
よ
る
団
体
戦
・
個
人
戦

表
　
彰
（
予
定
）

団
体
・
個
人
（
男
女
別
）
と
も
３
位
ま
で
を

表
彰

協
　
力
　
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

申
込
み

９
月
28
日
（
水
）
ま
で
に
各
地
区
の

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
役
員
さ
ん
へ
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。

第
６
回
目
の
教
室
は
、
事
前
の
申
込
み
が
必
要

と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

す
ず
ら
ん
学
級
運
営
委
員
会
事
務
局

教
育
委
員
会
社
会
教
育
係
　
有
線
２
３
１
１
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コ
ー
ス
　
中
山
道
笠
取
峠→

松
並
木→

芦
田
宿

→

茂
田
井
間
の
宿
（
約
６
㎞
）

参
加
費
　
３
０
０
０
円

(

昼
食･

お
土
産･

イ
ベ
ン
ト
保
険
含
む)

募
集
人
数
　
先
着
１
３
０
名

募
集
期
間
　
９
月
30
日
（
金
）
ま
で

お
申
し
込
み
及
び
お
問
い
合
わ
せ
先

「
た
て
し
な
の
中
山
道
を
歩
く
」
実
行
委
員
会

（
立
科
町
役
場
　
町
づ
く
り
推
進
課
内
）

い
よ
う
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
高
齢
受
給
者
証
（
若
竹
色
）
を
お
持

ち
の
方
は
、
被
保
険
者
証
と
併
せ
て
医
療
機
関

の
窓
口
に
ご
提
示
下
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
事
業
は
、
皆
様
の
保
険
税
に

て
運
営
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
納
税
に
ご
理

解
い
た
だ
き
、
未
納
の
方
は
早
期
納
税
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

経
験
が
２
年
以
上
あ
る
方

・
看
護
師
ま
た
は
准
看
護
師
の
資
格
取
得
者

・
普
通
自
動
車
免
許
取
得
者

採
用
予
定
時
期
　
平
成
23
年
10
月
１
日
か
ら

募
集
人
員
　
介
護
職
員
（
臨
時
）
　
若
干
名

看
護
職
員
（
臨
時
）
　
若
干
名

募
集
受
付
　
平
成
23
年
９
月
７
日
（
水
）
か
ら

随
時
面
接
を
お
こ
な
い
ま
す
。

応
募
方
法
　
採
用
申
込
書
に
履
歴
書
（
自
筆
の

も
の
）
と
、
レ
ポ
ー
ト
「
高
齢
者
介
護
に
対

す
る
思
い
」（
原
稿
用
紙
に
７
０
０
字
以
上

８
０
０
字
以
内
）
を
添
え
て
、
ハ
ー
ト
フ
ル

ケ
ア
た
て
し
な
事
務
室
へ
提
出
し
て
下
さ

い
。

申
込
書
請
求
、
お
問
い
合
わ
せ
先

ハ
ー
ト
フ
ル
ケ
ア
た
て
し
な

電
話
（
56
）
１
９
５
５

有
線
　
４
５
０
１

 

 

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶

江
戸
時
代
よ
り
旅
人
を
見
守
り
続
け
る
「
笠

取
峠
の
松
並
木
」、
中
山
道
26
番
目
の
宿
で
あ

る
「
芦
田
宿
」、
昔
日
の
面
影
を
残
す
「
茂
田

井
間
の
宿
」
の
秋
を
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

昼
食
は
、「
皇
女
和
宮
」
が
芦
田
宿
で
取
っ

た
と
さ
れ
る
昼
食
素
材
を
活
か
し
た
特
製
「
和

宮
御
膳
」
を
ご
賞
味
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
く

ス
タ
ッ
フ
も
募
集
中
で
す
。

日
　
時
　
10
月
23
日
（
日
）

午
前
９
時
20
分
～
午
後
３
時
30
分

集
　
合
　
午
前
９
時
20
分
　
立
科
町
役
場
前

町
づ
く
り
推
進
係

中
山
道
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

in
た
て
し
な

参
加
者
募
集
中

国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証
が

更
新
さ
れ
ま
す

こ
の
10
月
１
日
か
ら
、
国
保
被
保
険
者
証
が

更
新
に
な
り
ま
す
。

９
月
下
旬
に
新
し
い
保
険
証
を
郵
送
い
た
し

ま
す
の
で
、
記
載
内
容
を
確
認
の
上
、
新
し
い

被
保
険
者
証
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

本
年
の
新
し
い
保
険
証
の
色
は
一
般
用
が
空

色
、
退
職
者
用
が
桃
色
で
す
。

な
お
、
今
ま
で
の
保
険
証(

一
般
用
　
藤
色
、

退
職
用
　
黄
色
）
は
、
９
月
30
日
を
過
ぎ
る
と

使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
間
違
い
の
な

環
境
保
健
係

ハ
ー
ト
フ
ル
ケ
ア
た
て
し
な

ハー
ト
フ
ル
ケ
ア
た
てし
な

職
員
募
集
について

募
集
要
件

【
介
護
職
員
】

・
昭
和
31
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
５
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

・
健
康
で
介
護
の
仕
事
に
熱
意
が
あ
り
、
①
日

勤
・
夜
勤
の
可
能
な
方
ま
た
は
②
日
勤
の
み

可
能
な
方

・
訪
問
介
護
員
２
級
以
上
の
資
格
取
得
者

・
普
通
自
動
車
免
許
取
得
者

【
看
護
職
員
】（
夜
勤
な
し
）

・
昭
和
31
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
61
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

・
健
康
で
看
護
の
仕
事
に
熱
意
が
あ
り
、
臨
床

（
コ
ク
ホ
三
兄
弟
）
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立
科
町
で
は
、
本
年
度
よ
り
農
業
振
興
対
策

事
業
と
し
て
、
遊
休
荒
廃
農
地
の
新
た
な
発
生

防
止
及
び
解
消
を
図
る
と
と
も
に
、
戦
略
的
作

物
で
あ
る
「
そ
ば
」
の
栽
培
を
振
興
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
刈
り
取
り
経
費
に
対
し
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。

補
助
金
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

【
立
科
町
そ
ば
栽
培
振
興
事
業
】

補
助
対
象
者

町
内
に
住
所
を
有
し
、
栽
培
・
販
売
（
出
荷
）

を
す
る
農
業
者
又
は
団
体

補
助
対
象
経
費
及
び
補
助
金
の
額

コ
ン
バ
イ
ン
に
よ
る
刈
り
取
り
を
、
農
業
協

同
組
合
及
び
町
長
が
認
め
た
団
体
に
委
託

し
、
そ
の
刈
り
取
り
に
要
し
た
経
費
に
つ
い

て
10
ア
ー
ル
当
た
り
必
要
経
費
の
２
分
の
１

以
内

ス
ズ
メ
、
カ
ラ
ス
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
な
ど
の
野

生
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
の
被
害
防
止
対
策
と
し

て
、
鳥
獣
進
入
防
止
ネ
ッ
ト
、
電
気
柵
の
設
置
、

爆
音
器
の
設
置
や
農
地
の
こ
ま
め
な
巡
回
を
お

願
い
し
ま
す
。

な
お
、
爆
音
器
に
つ
い
て
、
近
年
、
騒
音
に

よ
る
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
爆
音
器

を
使
用
す
る
際
に
は
、
左
記
事
項
を
注
意
し
て

使
用
し
ま
し
ょ
う
。

・
住
宅
か
ら
直
線
距
離
に
し
て
概
ね
２
０
０
ｍ

未
満
の
位
置
で
は
使
用
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

※
住
宅
か
ら
２
０
０
ｍ
以
上
離
れ
た
位
置
に
設

置
す
る
場
合
に
お
い
て
も
、
設
置
期
間
は
収
穫

期
間
等
に
限
定
し
、
必
要
最
小
限
に
留
め
る
と

と
も
に
、
設
置
に
つ
い
て
事
前
に
近
隣
住
民
の

皆
様
に
周
知
を
行
う
な
ど
周
辺
環
境
に
十
分
配

慮
し
て
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

・
早
朝
及
び
夜
間
に
は
、
使
用
し
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

町
づ
く
り
推
進
係

震災復興支援もできる
「プレミアム付き
たてしな商品券」
を買って、立科町から
元気を発信しましょう

町
内
で
の
買
物
が
大
変
お
得
な
、
震
災
復
興

支
援
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
た
て
し
な
商
品
券
が
発

売
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
得
な
買
物
が
で
き
、
さ
ら
に
震
災
復
興
に

も
支
援
で
き
る
「
た
て
し
な
商
品
券
」
を
お
求

め
い
た
だ
き
、
町
の
活
性
化
と
震
災
復
興
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

１
セ
ッ
ト
１
１，

０
０
０
円
分
の
商
品
券
を

１
０，

１
０
０
円
で
販
売
し
、
１
０
０
円
は
震

災
復
興
支
援
と
し
て
寄
付
さ
れ
ま
す
。

購
入
限
度
は
お
一
人
様
30
セ
ッ
ト
ま
で
で

す
。取

扱
い
店
は
町
内
80
店
を
上
回
り
、
大
変
使

い
易
く
な
っ
て
い
ま
す
。

販
売
は
、立
科
町
商
工
会
で
行
わ
れ
て
お
り
、

残
り
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
早
め
に

お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。
な
お
、
一
般
券
（
大

型
店
を
除
く
）
と
共
通
券
（
ど
こ
で
も
使
用
可
）

が
半
分
ず
つ
セ
ッ
ト
で
購
入
で
き
ま
す
。

詳
細
は
、
立
科
町
商
工
会
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

有
線
２
６
５
２
　
電
話
（
56
）
１
０
０
４

立
科
町
そ
ば
栽
培
振
興
事
業

補
助
金
について

各
地
区
の
公
民
館
等
で
、
は
つ
ら
つ
健
康
講

座
を
開
催
中
で
す
。

地
区
の
保
健
委
員
が
健
康
づ
く
り
や
、
地
区

の
交
流
を
目
的
に
様
々
な
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ

な
が
ら
開
催
し
て
い
ま
す
。

農
繁
期
の
忙
し
い
毎
日
で
す
が
、
ほ
ん
の
ひ

と
と
き
公
民
館
へ
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

９
・
10
月
開
催
地
区
（
予
定
）

山
　
部
　
９
月
17
日
（
土
）

午
後
７
時
30
分
～
午
後
９
時

「
若
返
り
の
食
事
に
つ
い
て
」

蟹
　
原
　
９
月
15
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

「
椅
子
に
座
っ
て
で
き
る
体
操
・
レ
ク
」

上
　
房
　
９
月
20
日
（
火
）

午
後
７
時
30
分
～
午
後
９
時

「
あ
な
た
の
骨
盤
大
丈
夫
？

歪
み
を
整
え
よ
う
」

細
　
谷
　
10
月
１
日
（
土
）

午
後
７
時
～
午
後
８
時
30
分

「
室
内
で
で
き
る
体
操
」

姥
ケ
懐
　
10
月
７
日
（
金
）

午
後
７
時
30
分
～
午
後
９
時

「
ヨ
ガ
に
挑
戦
」

☆
男
性
の
皆
さ
ん
も
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

福
祉
係

は
つ
ら
つ
健
康
講
座

開
催
中
！

秋
の
収
穫
期
に
伴
う

鳥
獣
害
防
止
に
つ
い
て

農
林
係
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婦
人
科
検
診

子
宮
が
ん
は
、
子
宮
頸
部(

入
り
口)

に
で
き

る
が
ん
と
子
宮
体
部(

奥
の
方)

に
で
き
る
が
ん

に
大
き
く
分
類
さ
れ
ま
す
。

今
回
実
施
す
る
子
宮
が
ん
検
診
で
は
、
子
宮

頸
が
ん
に
つ
い
て
調
べ
ま
す
。

内
容
は
問
診
、
内
診
、
視
診
に
加
え
子
宮
頚

部
の
細
胞
を
擦
り
取
り
顕
微
鏡
で
調
べ
る
細
胞

診
を
行
い
ま
す
。
細
胞
診
は
ご
く
初
期
の
状
態

の
が
ん
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
月
経
異
常
や
痛
み
、
出
血
等
の
自
覚
症
状
が

あ
る
場
合
は
、
直
接
医
療
機
関
を
受
診
す
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

ま
た
、
子
宮
体
が
ん
等
の
早
期
発
見
に
つ
い

て
は
別
の
検
査
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

骨
密
度
検
診

骨
粗
し
ょ
う
症
は
生
活
習
慣
病
の
一
つ
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

骨
の
量
は
、
20
歳
代
で
ピ
ー
ク
に
達
し
、
そ

の
後
徐
々
に
減
り
始
め
、
閉
経
後
は
急
激
に
減

少
し
ま
す
。
運
動
不
足
や
食
生
活
、
喫
煙
や
ア

ル
コ
ー
ル
な
ど
の
生
活
習
慣
が
骨
量
の
減
少
に

影
響
し
て
い
ま
す
。

乳
が
ん
は
早
期
発
見
で
治
癒
す
る
確
率
が
高

い
が
ん
で
す
。
早
期
発
見
に
は
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ

ク
と
定
期
健
診
が
大
切
で
す
。「
ま
だ
大
丈
夫
。」

と
思
わ
れ
が
ち
な
30
歳
代
か
ら
40
歳
代
で
乳
が

ん
に
か
か
る
割
合
が
急
増
し
ま
す
。

乳
腺
が
発
達
し
て
い
る
30
歳
代
は
超
音
波
検

診
、
40
歳
以
上
は
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
診
が
有

効
で
す
。

町
で
は
、
次
の
日
程
で
乳
房
検
診
を
実
施
し

ま
す
が
、
予
約
制
と
な
り
ま
す
。

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
診

実
施
日
　
10
月
３
日
（
月
）、
４
日
（
火
）

対
象
者
　
40
歳
以
上
女
性
（
偶
数
年
齢
の
方
）

内
　
容
　
乳
房
レ
ン
ト
ゲ
ン
２
方
向
撮
影

（
受
診
間
隔
　
２
年
に
１
回
）

料
　
金
　
２
０
０
０
円

そ
の
他
　
４
月
に
申
込
み
を
さ
れ
た
方
に
、
予

約
時
間
等
の
案
内
通
知
を
い
た
し
ま

す
。

「
女
性
特
有
の
が
ん
検
診
」
の
対
象
と
な
っ
て

い
る
方
は
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
診
を
無
料
で

受
け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

当
日
「
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
」
を
お
持
ち
下
さ
い
。

乳
房
検
診
は
あ
な
た
の
味
方
で
す

～
乳
房
検
診
の
お
知
ら
せ
～

検
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
早
め
に
、
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。
是
非
こ
の
機
会
を
利
用
し
ま

し
ょ
う
。

超
音
波
検
診

※
申
込
〆
切
は
９
月
30
日
で
す

実
施
日
　
11
月
１
日
（
火
）、
２
日
（
水
）

対
象
者
　
30
～
39
歳
女
性

内
　
容
　
超
音
波

料
　
金
　
１
０
０
０
円

～
30
歳
代
の
皆
さ
ん
、

超
音
波
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
～

献
血
の
お
知
ら
せ

病
気
や
け
が
で
血
液
を
必
要
と
し
て
い
る
患

者
さ
ん
が
い
ま
す
。

あ
な
た
の
生
き
る
力
を
、
誰
か
の
生
き
る
力

に
変
え
る
献
血
。

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

移
動
採
血
車
に
よ
る
全
血
献
血
が
左
記
の
日

程
で
行
な
わ
れ
ま
す
。

と
　
　
き
　
９
月
21
日
（
水
）

受
付
時
間
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

会
　
　
場
　
立
科
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

機
能
訓
練
室

持
ち
物
　
献
血
カ
ー
ド
（
手
帳
）、
運
転
免
許

証
や
健
康
保
険
証
な
ど
本
人
確
認
の
で
き
る

も
の

婦
人
科(

子
宮
頸
が
ん)

検
診

・骨
密
度
検
診
の
お
知
ら
せ

20
歳
代
か
ら
急
増
す
る

子
宮
頸
が
ん
の
早
期
発
見
の
た
め
に

検
診
を
受
け
て
自
分
の
骨
密
度
を
把
握
し
ま
し

ょ
う
。

場
　
　
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

受
付
時
間
　
12
時
45
分
～
13
時
15
分

婦人科 骨密度

実
施
日

9月14日(水)
9月20日(火)
・21日(水)

9月20日(火)
・21日(水)

対
象
者

20歳以上：２年に１回
（目安として偶数年齢）

20～70歳：３～５年に
１回
(閉経後５年間又は
経過観察者は毎年)

内
容

子宮頚部
細胞診 腕のレントゲン撮影

料
金 800円 1,000円

※
「
女
性
特
有
の
が
ん
検
診
」
の

対
象
と
な
っ
て
い
る
方
は
、
婦

人
科
検
診
を
無
料
で
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

当
日
「
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
」
を

お
持
ち
下
さ
い
。

※
４
月
に
申
し
込
み
を
さ
れ
て
い
る
方
に
は
、

問
診
票
等
を
お
送
り
し
ま
す
。

※
申
し
込
み
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
環
境
保

健
係
ま
で
早
め
に
お
申
込
下
さ
い
。

環
境
保
健
係
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自
衛
隊
の
将
来
を
担
う

優
秀
な
人
材
を
募
集
し
ま
す
。

看
護
学
生
の
募
集

資
格
　
高
卒
（
見
込
含
）
24
歳
未
満
の
男
女

受
付
　
９
月
５
日
（
月
）
～
９
月
30
日
（
金
）

採
用
試
験第

１
次
試
験
　
10
月
22
日
（
土
）

※
第
１
次
試
験
合
格
者
は
、
第
２
次
試

験
が
あ
り
ま
す

待
遇
等

看
護
師
免
許
取
得
後
、
２
等
陸
曹
へ

防
衛
大
学
校
学
生
の
募
集

資
格
　
高
卒
（
見
込
含
）
21
歳
未
満
の
男
女

受
付
　
９
月
５
日
（
月
）
～
９
月
30
日
（
金
）

採
用
試
験
　
第
１
次
試
験
　
11
月
５

（
土
）
・
６
日
（
日
）

※
第
１
次
試
験
合
格
者
は
、
第
２
次
試

験
が
あ
り
ま
す

待
遇
等

修
業
年
限
４
年
、
卒
業
後
１
年
で

３
等
陸
・
海
・
空
尉
へ

防
衛
医
科
大
学
校
学
生
の
募
集

資
格
　
高
卒
（
見
込
含
）
21
歳
未
満
の
男
女

受
付
　
９
月
５
日
（
月
）
～
９
月
21
日
（
金
）

採
用
試
験
　
第
１
次
試
験
　
10
月

29
（
土
）
・
30
日
（
土
・
日
）

※
第
１
次
試
験
合
格
者
は
、
第
２
次
試

験
が
あ
り
ま
す

待
遇
等

修
業
年
限
６
年
、
医
師
免
許
取
得
後

２
等
陸
・
海
・
空
尉
へ

お
問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
長
野
地
方
協
力
本
部

上
田
地
域
事
務
所

電
話
　
０
２
６
８
（
22
）
５
２
６
７

お
知
ら
せ

自
衛
官
等
を
募
集
し
ま
す

オ
ー
タ
ム
ジャン
ボ
宝
く
じ

も
う
す
ぐ
発
売

オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
の
賞
金
は
、
１

等
・
前
後
賞
合
わ
せ
て
２
億
５
千
万
円
。

１
等
　
１
億
５
千
万
円
　
が
　
13
本

前
後
賞
各
　
５
千
万
円

２
等
　
　
　
１
千
万
円
　
が
　
１
３
０
本

３
等
　
　
　
１
百
万
円
　
が
　
１
３
０
０
本

発
売
期
間
　
９
月
26
日
（
月
）
か
ら

10
月
14
日
（
金
）
ま
で

抽
せ
ん
日
　
10
月
21
日
（
金
）

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町
村
の
明
る

い
ま
ち
づ
く
り
や
環
境
対
策
、
高
齢
化
対
策
な

ど
地
域
住
民
の
福
祉
向
上
の
た
め
に
使
わ
れ
て

い
ま
す
。

高
校
２・３
年
生
の

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す

立
科
町
で
は
、
子
宮
頸
が
ん
の
予
防
を
図
る

た
め
、
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
を
行

っ
て
お
り
ま
す
が
、平
成
23
年
度
に
お
い
て
は
、

対
象
範
囲
を
拡
大
し
、
高
校
２
年
生
～
３
年
生

に
相
当
す
る
年
齢
（
平
成
５
年
４
月
２
日
～
平

成
７
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
の
女
性
に
つ
い
て

も
無
料
で
予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す
。

接
種
方
法
・
接
種
医
療
機
関
に
つ
い
て
は
、

対
象
者
の
方
に
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
は
保
護
者
の

判
断
で
行
う
任
意
の
予
防
接
種
で
す
。

予
防
接
種
の
効
果
や
副
反
応
な
ど
を
理
解
し

医
師
と
相
談
の
上
、
接
種
を
受
け
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

高
校
２
年
生
～
３
年
生
に
相
当
す
る
年
齢
の

方
で
、
平
成
22
年
度
以
降
に
既
に
接
種
を
受
け

ら
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
接
種
費
用
の
補
助
が

あ
り
ま
す
の
で
、
該
当
さ
れ
る
方
は
、
役
場
環

境
保
健
係
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

環
境
保
健
係

「た
てし
な
ス
マイ
ル
交
通
」を

ご
利
用
く
だ
さ
い

た
て
し
な
ス
マ
イ
ル
交
通
は
、
平
日
、
休
日

と
町
の
主
要
施
設
と
各
地
区
を
結
ん
で
運
行
し

て
お
り
、
通
院
、
通
学
、
買
い
物
と
多
く
の
方

に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

「
利
用
は
し
て
み
た
い
が
ま
だ
利
用
し
て
い

な
い
方
」
は
、
先
ず
は
一
度
買
い
物
等
に
「
た

て
し
な
ス
マ
イ
ル
交
通
」
を
利
用
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

【
た
て
し
な
環
境
フ
ェ
ア
２
０
１
１
（
10
月
２

日
開
催
）
へ
は
「
た
て
し
な
ス
マ
イ
ル
交
通
」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
】

10
月
２
日
（
日
）、
権
現
山
運
動
公
園
屋
内

運
動
場
で
開
催
さ
れ
る
「
た
て
し
な
環
境
フ
ェ

ア
２
０
１
１
」
に
あ
わ
せ
、
会
場
入
口
付
近
に

臨
時
バ
ス
停
を
設
置
い
た
し
ま
す
。
こ
の
機
会

に
会
場
に
お
越
し
の
際
、
ま
た
お
帰
り
の
際
に

「
た
て
し
な
ス
マ
イ
ル
交
通
」
を
利
用
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

※
運
行
時
刻
に
つ
い
て
は
、
３
月
に
お
配
り
し

て
あ
る
時
刻
表
、
ま
た
は
立
科
町
デ
ー
タ
放

送
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

町
づ
く
り
推
進
係
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10
月
１
日
は
「
法
の
日
」
で
す
。

私
た
ち
司
法
書
士
は
、
皆
様
の
貴
重
な
財
産

権
を
は
じ
め
、
権
利
の
保
護
に
携
っ
て
お
り
ま

す
が
、
こ
の
法
の
日
を
中
心
に
、
県
下
各
市
町

村
に
お
い
て
「
司
法
書
士
無
料
法
律
相
談
」
を

実
施
し
て
、
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

立
科
町
内
に
避
難
さ
れ
て
い
る
東
日
本
大
震

災
で
被
災
さ
れ
た
方
に
も
是
非
ご
利
用
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

司
法
書
士
に
は
守
秘
義
務
が
課
さ
れ
て
お
り

ま
す
の
で
、皆
様
の
秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
。

日
時
　
10
月
４
日
（
火
）

午
前
９
時
～
午
後
３
時

場
所
　
立
科
町
中
央
公
民
館
　
視
聴
覚
室

相
談
内
容不

動
産
の
登
記
、
会
社
（
法
人
）
の
登

記
に
関
す
る
も
の

ク
レ
ジ
ッ
ト
・
サ
ラ
金
等
多
重
債
務
に

関
す
る
も
の

高
齢
者
・
障
害
者
等
の
財
産
管
理
に
関

す
る
も
の

相
続
に
関
す
る
も
の

不
動
産
の
売
買
・
贈
与
等
の
取
引
に
関

す
る
も
の

裁
判
所
へ
の
提
出
書
類
の
作
成
に
関
す

る
も
の
借
地
借
家
に
関
す
る
も
の

悪
質
商
法
被
害
に
関
す
る
も
の

借
金
・
売
掛
金
等
の
回
収
に
関
す
る
も
の

中
小
企
業
法
務
に
関
す
る
も
の

※
予
約
は
不
要
で
す

お
問
い
合
わ
せ
先

長
野
県
司
法
書
士
会
　
佐
久
支
部
（
齊
藤
）

電
話
　
０
２
６
７
（
56
）
２
２
６
３

日
時
等
（
事
前
予
約
不
要
）

10
月
６
日
（
木
）

午
前
10
時
～
午
後
４
時
ま
で

長
野
地
方
裁
判
所
佐
久
支
部

／
お
問
い
合
わ
せ
先

「
法
の
日
」
週
間
実
施
委
員
会

裁
判
所
　
電
話
０
２
６
７
（
67
）
２
２
０
７

県
下
一
斉
司
法
書
士

無
料
法
律
相
談

相
談
所
の
開
設
について

無
料
法
律
等
相
談
所
の

開
設
に
つ
い
て

10
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の
「
法
の
日
」
週

間
に
お
い
て
、
無
料
で
法
律
・
人
権
・
調
停
及

び
公
証
に
つ
い
て
の
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

金
銭
・
土
地
・
交
通
事
故
等
の
問
題
、
離

婚
・
扶
養
・
相
続
等
の
家
庭
内
の
も
め
事
、
差

別
、
い
じ
め
等
の
人
権
問
題
な
ど
で
お
困
り
の

方
は
、
お
気
軽
に
御
利
用
く
だ
さ
い
。（
秘
密

厳
守
）

な
お
、
御
来
場
の
際
に
は
、
相
談
に
関
す
る

資
料
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

主
　
催
　
裁
判
所
、
検
察
庁
、
弁
護
士
会
、

法
務
局
、
公
証
役
場
、
調
停
協
会
、

人
権
擁
護
委
員
協
議
会

法
務
局
な
ん
で
も
相
談
所

開
設
の
お
知
ら
せ

と
　
き
　
10
月
15
日
（
土
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ
　
佐
久
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

佐
久
市
佐
久
平
駅
南
４
番
地
１

（
ジ
ャ
ス
コ
佐
久
平
店
西
側
）

相
談
は
法
務
局
職
員
が
お
受
け
い
た
し
ま

す
。長

野
地
方
法
務
局
佐
久
支
局
で
は
、
不
動
産

登
記
、
戸
籍
、
国
籍
、
供
託
、
人
権
擁
護
な
ど

の
業
務
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

土
地
、
建
物
の
相
続
や
贈
与
な
ど
の
登
記
に

関
す
る
こ
と
、
土
地
の
境
界
に
関
す
る
こ
と
、

戸
籍
の
届
出
や
日
本
国
籍
取
得
に
関
す
る
こ
と

な
ど
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

予
約
は
不
要
で
す
。

秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

長
野
地
方
法
務
局
佐
久
支
局

電
話
　
０
２
６
７
（
67
）
２
２
７
２

長
野
農
政
事
務
所
の

再
編
に
つ
い
て

農
林
水
産
省
の
組
織
再
編
の
一
環
と
し
て
、

長
野
県
内
の
農
政
関
係
事
務
所
を
担
当
し
て
き

た
長
野
農
政
事
務
所
が
、
９
月
１
日
に
関
東
農

政
局
長
野
地
域
セ
ン
タ
ー
及
び
松
本
地
域
セ
ン

タ
ー
に
再
編
さ
れ
ま
し
た
。

当
町
に
お
け
る
農
政
関
係
事
務
を
担
当
し
て

き
た
長
野
農
政
事
務
所
地
域
第
三
課
及
び
佐
久

統
計
・
情
報
セ
ン
タ
ー
は
再
編
さ
れ
、
新
た
に

長
野
地
域
セ
ン
タ
ー
佐
久
支
所
が
設
置
さ
れ
ま

し
た
。

新
た
に
設
置
さ
れ
た
長
野
地
域
セ
ン
タ
ー
で

は
、
戸
別
所
得
補
償
制
度
等
の
農
業
経
営
安
定

や
農
山
漁
村
の
６
次
産
業
化
、
食
の
安
全
・
安

心
確
保
等
の
業
務
を
行
い
ま
す
。

支
所
に
お
い
て
は
、
戸
別
所
得
補
償
制
度
、

統
計
業
務
及
び
牛
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
制
度
に

係
る
業
務
を
行
い
ま
す
。

関
東
農
政
局
長
野
地
域
セ
ン
タ
ー

佐
久
支
所

佐
久
市
瀬
戸
１
２
０
１
‐
２

電
話
　
０
２
６
７
（
62
）
６
２
７
１

※
管
轄
区
域
は
前
地
域
第
三
課
の
管
轄
区
域
と

同
じ

お
問
い
合
わ
せ
先

関
東
農
政
局
長
野
地
域
セ
ン
タ
ー

長
野
市
旭
町
１
１
０
８

電
話
　
０
２
６
（
２
３
４
）
５
１
１
２

０
２
６
（
２
３
３
）
２
９
９
１
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行
政
書
士
に
ま
ず
ご
相
談
を
！

長
野
県
行
政
書
士
会
で
は
、
相
続
手
続
・
遺

言
、
各
種
契
約
書
、
権
利
義
務
関
係
等
に
関
す

る
対
面
及
び
電
話
に
よ
る
無
料
相
談
会
を
開
催

い
た
し
ま
す
。

専
門
家
で
あ
る
行
政
書
士
が
相
談
に
応
じ
ま

す
。悩

ま
ず
相
談
す
る
こ
と
で
解
決
の
一
助
と
な

り
ま
す
よ
う
、
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

開
催
日
（
毎
月
第
３
水
曜
日
開
催
）

９
月
21
日
（
水
）
・
10
月
19
日
（
水
）

11
月
16
日
（
水
）
・
12
月
21
日
（
水
）

平
成
24
年
１
月
18
日
（
水
）

２
月
22
日
（
水
）
・
３
月
21
日
（
水
）

時
間
　
午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時

場
所
　
長
野
県
行
政
書
士
会
館

長
野
市
南
県
町
１
０
０
９
‐
３

〒
３
８
０
‐
０
８
３
６

電
話
相
談
　
時
間
内
同
時
受
付

相
談
内
容

相
続
手
続
・
遺
言
の
手
続

各
種
契
約
書
、
権
利
義
務
関
係
等
の
手
続

成
年
後
見
等
日
常
生
活
に
お
け
る
諸
手
続

電
話
相
談
・
お
問
い
合
わ
せ
先

長
野
県
行
政
書
士
会

電
　
話
　
０
２
６
（
２
２
４
）
１
３
０
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
２
６
（
２
２
４
）
１
３
０
５

名
古
屋
市
港
区
入
船
二
丁
目
３
番
12
号

お
問
い
合
わ
せ
先

佐
久
保
健
福
祉
事
務
所

健
康
づ
く
り
支
援
課

電
話
０
２
６
７
（
63
）
３
１
６
４

あ
な
た
の
街
の
法
律
家

行
政
書
士
の

無
料
相
談
会
開
催

業
務
改
善
助
成
金
は
、
事
業
場
で
最
も
低
い

時
間
給
を
４
年
以
内
に
８
０
０
円
以
上
に
引
上

げ
る
計
画
を
策
定
し
、
１
年
当
た
り
40
円
以
上

の
引
上
げ
を
実
施
し
、
就
業
規
則
の
作
成
・
改

正
、
賃
金
制
度
の
整
備
、
労
働
能
力
の
増
進
に

資
す
る
設
備
・
器
具
の
導
入
、
研
修
等
の
業
務

改
善
を
行
っ
た
場
合
に
、
そ
の
経
費
の
２
分
の

１
を
助
成
（
上
限
１
０
０
万
円
）
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

長
野
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

電
話
　
０
２
６
（
２
２
３
）
０
５
５
５

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://nagano.-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/
東
信
最
低
賃
金
相
談
支
援
コ
ー
ナ
ー

電
話
　
０
２
６
８
（
24
）
１
７
８
８

事
業
場
内
の
最
低
賃
金
の
引
上
げ
に

取
り
組
む
中
小
企
業
への
助
成
金
支
給
の

ご
案
内（
業
務
改
善
助
成
金
）

弁
護
士
に
よ
る
失
業
、
家
庭
問
題
、
多
重
債

務
等
の
法
律
相
談
に
あ
わ
せ
て
、
関
係
機
関
職

員
に
よ
る
生
活
・
就
業
相
談
、
保
健
師
に
よ
る

健
康
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

開
催
日

９
月
７
・
14
・
21
・
28
日
（
毎
週
水
曜
日
）

12
月
２
・
９
・
16
日
（
毎
週
金
曜
日
）

３
月
７
・
14
・
21
・
28
日
（
毎
週
水
曜
日
）

時
　
間

予
約
制
（
午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分
）

会
　
場
　
佐
久
合
同
庁
舎

費
　
用
　
無
料

申
込
み
　
各
相
談
日
の
２
日
前
ま
で
に
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い

く
ら
し
と
健
康
相
談
会
の

ご
案
内



気温 降水量 降水量
（1月からの合計） 日照時間平均気温 最高極日 最低極日

今年 23.1℃ 34.3℃／16 日 13.9℃／22 日 124.5mm 592.0mm 170.8時間
最近10年間の平均 22.2℃ 34.3℃／11 年 12.3℃／08 年 175.4mm 584.9mm 142.3時間

■立科町のデータ 7月

8月1日現在 （ ）内は前月比 2011年7月1日〜7月31日

人口 7,895（1） 出生 3

男 3,883（0） 死亡 8

女 4,012（1） 転入 16

世帯数 2,798（0） 転出 15

■ 人口

■ 犯罪件数 （ ）内は1月からの合計　※確定数字ではないので、今後変動する場合もあります。
犯罪発生状況

（窃盗）
空き巣

忍び込み
事務所学校

荒らし 車上狙い 自動販売機
荒らし 自動車盗 オートバイ盗 自転車盗 脱衣場狙い その他

佐久警察署
管内 5 7 7 2 4 0 11 1 49

立科町 （0） （3） （0） （1） （0） （1） （2） （4） （16）

■ 立科町の気象　（7 月 1日〜31 日）

種別 7 月中火災件数 焼損面積 1月からの合計
建物火災 1 38.0㎡ 5
車両火災 0 0㎡ 0
林野火災 0 0㎡ 0
その他火災 0 0㎡ 3

合計 1 38.0㎡ 8

■ 火災

■ 救急
種別 7 月中救急出動件数 1月からの合計
急病 18 122

交通事故 2 12
一般負傷 7 51
その他 2 19
合計 29 204

21 ◆広報たてしな／23 年 9 月 

県
産
木
材
を
使
用
し
十
分
な
断
熱
性
能
を
確

保
す
る
な
ど
、
環
境
や
地
域
の
特
性
を
踏
ま
え

た
信
州
型
エ
コ
住
宅
「
ふ
る
さ
と
信
州
・
環
の

住
ま
い
」
に
リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
方
に
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

募
集
開
始
　
10
月
３
日

助
成
金
額
　
県
産
材
の
使
用
量
に
よ
り
、

20
万
円
又
は
40
万
円

募
集
件
数
「
新
築
・
購
入
」
１
５
０
件

「
リ
フ
ォ
ー
ム
」
最
大
30
件

○
「
新
築
・
購
入
」
は
、
次
の
４
期
に
分
け
て

受
付
し
ま
す
。

な
お
、
第
４
期
は
、
平
成
24
年
４
月
以
降

に
事
業
が
完
了
す
る
も
の
を
対
象
と
し
ま
す
。

第
１
期
（
４
月
～
６
月
）
50
件

第
２
期
（
７
月
～
９
月
）
40
件

第
３
期
（
10
月
～
12
月
）
30
件

第
４
期
（
１
月
～
３
月
）
30
件

い
ず
れ
も
、
受
付
し
た
日
に
よ
る
先
着
順
と

し
、
募
集
件
数
に
達
し
た
日
で
受
付
を
終
了
し

ま
す
。

募
集
件
数
を
超
え
た
場
合
は
、
募
集
件
数

に
達
し
た
日
に
受
付
し
た
方
の
中
か
ら
抽
選
に

よ
り
助
成
対
象
者
を
決
定
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

県
庁
住
宅
課

電
話
０
２
６
（
２
３
５
）
７
３
３
９

「
未
知
を
歩
こ
う
。
信
州
２
０
１
１
」
観
光
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
と
は

平
成
22
年
度
の
信
州
デ
ス
テ

ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

（
信
州
Ｄ
Ｃ
）
を
一
過
性
の
も
の

に
す
る
こ
と
な
く
、
信
州
Ｄ
Ｃ

を
契
機
と
し
た
地
域
の
取
組
み

を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、「
宿
泊
滞

在
型
」、「
県
内
周
遊
型
」
観
光

の
進
展
を
図
る
た
め
、
平
成
23

年
度
に
お
い
て
も
県
内
全
域
を

対
象
と
し
た
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
実
施
す
る
も
の
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

開
催
期
間

９
月
16
日
（
金
）
～
12
月
31
日
（
金
）

コ
ン
セ
プ
ト

信
州
は
歩
く
ほ
ど
発
見
が
あ
る

「
未
知
な
る
道
の
宝
庫
」
で
す

・
山
歩
き
や
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
等
の
「
自
然
の
中

の
歩
き
」
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
歴
史
文
化
や

生
活
に
触
れ
る
「
ま
ち
な
か
歩
き
」
な
ど
も
幅

広
く
紹
介
し
な
が
ら
、
未
だ
知
ら
れ
て
い
な
い

信
州
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す

お
問
い
合
わ
せ
先

県
庁
観
光
振
興
課

電
話
　
０
２
６
（
２
３
５
）
７
２
５
４

ふ
る
さ
と
信
州・環
の
住
ま
い

助
成
金
について

未
知
を
歩
こ
う
。
信
州
２
０
１
１

観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施
し
ま
す
！
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23 日（金）矢島医院 小諸市 0267-22-8148
鳥山クリニック 小諸市 0267-26-0308

25 日（日）小諸南城クリニック 小諸市 0267-26-5222
鈴木医院 小諸市 0267-26-1212
みまき温泉診療所 東御市北御牧 0268-61-6002

10月
2日（日）由井医院 小諸市 0267-22-0327

田村医院 小諸市 0267-22-0048
御代田中央記念病院 御代田町 0267-32-4711
中島医院 東御市北御牧 0268-67-2777

9日（日）甘利医院 小諸市 0267-22-0729
佐々木医院 小諸市 0267-22-0503

10日（月）市川医院 小諸市 0267-25-1200
栁橋脳神経外科 小諸市 0267-23-6131

16日（日）須江医院 小諸市 0267-22-2060
小岩井整形外科 小諸市 0267-26-6788
御代田中央記念病院 御代田町 0267-32-4711
�澤医院 立科町 0267-56-1045

緊急当番医については、予告なく変更する場合がありますので、有線放送、新聞又は当番医に直接確認の上、受診してください。
休日・夜間における医療機関等の情報提供　フリーダイヤル 0120-890-421

◆医科〈午前9時〜午後5時〉
23 日（金）ながい歯科医院 立科町 0267-56-1165

25 日（日）関歯科クリニック 小諸市 0267-25-3456

10月
2 日（日）武重歯科医院 佐久市望月 0267-53-4182

9 日（日）山口歯科医院西小諸診療所 小諸市 0267-24-8148

10 日（月）鈴木歯科医院 御代田町 0267-32-6480

16 日（日）こまむら歯科診療所 佐久市望月 0267-54-2361

◆歯科〈午前9時〜正午〉

月町民カレンダー
９
月
の
納
期

固定資産税（第３期）
国民健康保険税（第４期）
介護保険料：普通徴収（第６期）
後期高齢者医療保険料（第３期）

休 日 緊　急 当 番 医

9
行事予定 保　　健

9月20〜21日 婦人科検診：20歳以上の女性（偶数年齢の方）
骨密度検診：20歳から70歳の女性

21日（水） 秋の全国交通安全運動（〜30日） 献血

22日（木） 立科町戦没者追悼式
若草保育園　誕生会（公開保育）

27日（月） パパママ教室
28日（火） すくすく教室：Ｈ23.2月〜Ｈ23.3月生
29日（木） 予防接種（三種混合）：小学6年

10月1日（土） 千草保育園　運動会
若草保育園　運動会

2日（日） たてしな環境フェア2011

3〜4日 乳房検診（マンモグラフィ検診）：40歳以上の女
性（偶数年齢の方）

6日（木） すずらん学級マレットゴルフ大会

7日（金）
予防接種（ポリオ）
１回目：H23.1月生〜 6月生
２回目：H22.7月生〜12月生
及び７歳６ヶ月未満の未接種者

8日（土） 三葉保育園　運動会
9日（日） 第36回女神湖歩け歩け大会

11〜12日 肺がんＣＴ検診：40歳以上
13日（木） 赤ちゃん相談室：Ｈ23.7月生
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叙勲の栄誉
去る4月27日死去された元立科町議会議員佐藤今朝

冨氏 (外倉)に旭日単光章が授与され、7月25日（月）小
宮山町長よりご遺族に伝達されました。

高邁な政治信念と多大な功績が高く評価されまし
た。

故佐藤氏は、議会議員として３期12年在職し、その間、
建設農政委員会正副委員長、社会文教委員、監査委員等
を歴任し、町政進展にご尽力されました。

また、立科町土地開発公社理事・監事、白樺湖下水道組
合議会議員、消防委員等の公職も歴任されました。

8月6日（土）から8日（月）の３日間の日程で、愛川町と
の青少年交流会が開催されました。

初日は、町民まつり「立科えんでこ」にて、こども御
輿・よさこい立科に参加し、２日目は御泉水自然園でオ
リエンテーリングをして、愛川町の中学生と立科町の
中学生総勢37名は交流を深め、楽しい夏の思い出を
作ることができました。

友好都市青少年交流会

秋の紅葉と立科の食を楽しむ感謝祭を下記の日程で
開催します。ぜひお出かけください。

期　日 10月23日（日）午前10時から
場　所 女神湖センター（女神湖畔）
内　容 蓼科山麓豚の丸焼き・きのこ汁（無料）

蓼科牛カルビ串焼き・
アイスクリームほか（有料）
りんご長皮むき大会、
一升爆弾おにぎり
早食い競争開催など

主　催 白樺高原観光協会青年部

〈お問い合わせ先〉
女神湖センター　電話0267（55）6210

8月11日（木）、女神湖湖畔において、標高
1,530ｍの澄み渡る空を背景に、大輪の花
火が描かれました。天候にも恵まれ、多く
の皆さんが美しく夜空を彩る花火を楽しみ
ました。

花火の前には、御泉水太鼓が空に残る雲
を吹き飛ばすように、高らかに鳴り響きま
した。

便り白樺高原

第４回 女神湖感謝祭開催のお知らせ

白樺高原花火大会に大歓声

蓼科第 2 牧場では、早くも
秋の訪れを告げるコスモスが
見頃となっています。

午後の強い日差しの中で
も、気温 23℃の涼しい高原で
す。お出掛けいただき、牧場
の牛馬たちも避暑を満喫して
いるところをご覧ください。
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蓼科すずらん会
横浜港クルージング  ふるさと懇談会

7月31日（日）、横浜においてふるさと懇談会が行わ
れました。

当町からは、町長、町議会議員、商工会・ユーユーた
てしなの役員をはじめ、町民の皆さん43名が参加
し、関東在住の蓼科すずらん会の会員の皆さんを合わ
せ、総勢80名ほどが懐かしい話や町の話題について
懇談しました。2時間余の楽しいクルージングによる
ふるさと懇談会となりました。

二十歳の門出を祝う成人式

8月17日（水）、権現山運動公園マレットゴルフ場に
おいて、晴天に恵まれる中、93名の参加をいただき開
催されました。一打一打を大切に、ホールインワン目
指して、プレーしていました。

今回の表彰式では平成23年4月と平成23年7
月の3歳児健診において虫歯のなかったお子さん
17名が表彰対象者となりました。

8月8日（月）の表彰式には、13名のお子さんと
その保護者の方が出席され、小宮山町長から表彰
状と記念品が贈られ、お祝いのお言葉をいただき
ました。

役場町民室｢ひだまり｣において、表彰を受けら
れた方の全体写真と保護者のコメントが展示して
ありますのでご覧下さい。

よい歯の表彰式が行われました

第13回 町長杯
マレットゴルフ大会開催

8月15日（月）、二十歳を迎えた若者たちを祝う成人
式が老人福祉センターで開催され、90人が大人の仲間
入りをしました。

会場では、久しぶりに再会した友人との会話に花を
咲かせる姿があちらこちらで見られました。また、成人
者代表挨拶では、奥屋翔太さん（古町）が新成人として力
強い挨拶をされました。

式典に続き、新成人で構成する実行委員会の皆さん
の企画によるアトラクションでは、小中学校時代の恩師
のビデオレターに当時のスナップ写真などがスクリー
ンに映し出され、時折、歓声が上がっていました。

前途洋々たる皆さんのますますのご活躍を期待して
います。

〈男子の部〉 〈女子の部〉
優　勝 今井 良浩さん 佐藤 エイ子さん
準優勝 羽田 一男さん 小宮山 美枝子さん
第３位 滝澤 忠司さん 橋詰 佐代子さん

成績
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